
途
に
上
旬
、
四
局
製
前
陵
.
石
城
の
攻
撃
に
奮
戦
し
、

七
万
凱
旋
し
、
十
七
年
関
東
の
役
に
は
利
家
と
共
に

箪
を
進
め
、
六
局
八
王
子
城
攻
醗
に
最
も
猛
関
し
た
。

文
様
二
年
間
丸
周
晦
日
左
近
衛
秘
少
絡
に
任
じ
、
鹿

長
二
年
九
用
サ
入
日
露
識
を
衆
ね
、
十
周
守
山
か
ら

笛
山
城
に
移
り
、
三
年
利
家
の
致
仕
す
る
に
及
び
、

四
周
一
一
十
日
越
中
磁
波
・
嬬
民
・
新
川
三
榔
及
び
射
水

郡
桃
山
阿
倍
一
部
、
能
質
問
州
主
・
珠
洲
ご
郡
を
領
し
、
従
一
一
一

位
櫨
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
、
四
年
間
三
用
利
家
諾
じ

て
そ
の
治
領
加
賀
石
川
郡
腕
怖
を
・
河
北
郡
及
び
越
中

射
水
郡
氷
見
庄
を
併
せ
た
。
同
年
入
居
サ
二
日
利
長

大
坂
か
ら
邸
闘
の
途
に
就
い
た
が
、
上
凶
に
於
い
て

は
利
長
が
異
闘
を
抱
く
と
の
風
説
行
は
れ
、
家
康
は

小
松
城
主
丹
羽
長
霊
に
討
伐
の
先
飾
を
命
じ
さ
へ
も

し
た
。
時
に
利
長
は
越
中
に
跨
た
が
、
報
を
得
て
直

に
金
制
仰
に
蹄
旬
、
横
山
長
知
を
遣
は
し
て
鱒
疏
せ
し

め
た
。
十
一
周
家
康
初
め
て
長
知
を
引
見
し
、
交
渉

敏
次
、
迭
に
利
長
の
母
芳
春
院
を
徳
川
氏
に
質
と
し
、

秀
忠
の
女
を
利
長
の
嗣
利
光
ハ
後
利
常
〉
の
配
と
し
て

迎
へ
る
こ
と
を
約
し
、
事
漸
く
解
決
し
た
。
悶
年
十

一
一
周
ご
十
日
利
長
磁
中
納
言
を
僻
し
、
五
年
正
用
伎

を
江
戸
に
渡
し
て
、
去
年
以
来
の
矛
盾
に
就
き
秀
忠

に
謝
し
、
三
局
長
知
及
び
有
賀
直
政
を
大
坂
に
誼
h
v
、

家
康
に
掘
削
し
て
官
民
に
椋
併
を
得
し
め
、
.
而
し
て
芳
容

院
は
五
周
江
戸
に
下
っ
た
。
こ
の
時
製
徳
三
氏
の
関

係
切
迫
し
、
六
周
朔
日
家
康
は
上
杉
景
勝
蹄
懲
の
鑓

に
軍
令
を
定
め
、
次
い
で
利
長
に
捧
川
口
の
先
鋭
を

命
じ
た
。
大
坂
方
に
在
つ
で
も
、
毛
利
卸
元
・
宇
喜

多
秀
家
以
下
、
七
局
十
二
日
附
の
書
を
以
て
利
長
に

加
胞
を
求
め
た
が
、
利
長
は
之
と
絶
っ
て
東
箪
に
回

し
た
。
七
用
サ
六
日
利
長
先
づ
金
棒
を
獲
し
、
入
居

三
日
大
型
寺
城
の
山
口
宗
永
を
借
り
、
五
日
越
前
金

棒
か
ら
軍
を
旋
し
、
八
日
そ
の
後
陣
は
浅
井
畷
に
於

マ，、

い
て
丹
羽
長
霊
と
職
ひ
、
十
日
金
棒
城
に
入
っ
た
、
一
そ
の
後
一
旦
趨
快
し
た
が
、
十
六
年
再
裂
し
て
歩
行

家
康
が
入
用
朔
日
土
方
雄
久
を
伎
と
し
、
利
長
に
美
一
す
ら
悶
膳
を
感
じ
た
か
ら
、
五
周
十
七
日
利
光
及
び

浪
・
尾
張
に
来
曾
す
べ
き
こ
と
を
告
げ
し
め
た
命
は
、
一
諸
匡
に
訓
誠
の
替
を
奥
へ
、
社
寺
に
祈
麓
を
命
じ
た
。

こ
の
前
後
に
俳
へ
ら
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
利
一
こ
の
年
冬
、
利
長
は
そ
の
護
老
封
の
申
十
嵐
石
と
、

長
乃
ち
九
用
十
一
日
再
び
兵
を
進
め
、
十
八
日
小
松
一
之
に
封
す
る
従
臣
と
を
捌
い
て
利
光
に
還
附
せ
ん
こ

に
於
い
て
長
震
と
利
し
、
大
津
に
出
で
て
家
康
に
調
一
と
を
幕
府
に
繭
ひ
、
十
七
年
二
周
そ
の
許
可
を
得
た
。

し
、
廿
八
日
大
坂
に
入
っ
た
o
是
を
以
て
利
長
は
関
二
蓋
し
笛
時
艶
徳
二
氏
の
関
係
ま
た
穏
か
な
ら
ず
、
大

原
の
大
戦
に
参
奥
す
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
が
、
東
一
坂
の
諸
締
類
に
利
長
を
そ
の
篤
に
援
か
ん
と
す
る
も

軍
の
奥
黛
と
し
て
加
賀
に
戦
う
た
功
亦
砂
く
な
か
っ
一
の
が
あ
っ
た
の
で
、
利
長
は
自
ら
勢
力
を
減
殺
し
て

た
か
ら
、
家
康
は
十
周
十
七
日
を
以
て
、
山
口
氏
の
一
額
む
に
足
ら
ざ
る
を
示
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
岡

江
沼
郡
、
丹
羽
氏
の
能
美
郡
組
制
作
と
石
川
郡
松
任
、
一
年
初
冬
一
両
ま
た
重
〈
、
悶
十
周
平
癒
を
紳
備
に
祈
つ

及
び
こ
の
役
に
出
師
を
蹄
踏
し
た
前
悶
利
政
の
前
領
一
た
。
し
か
も
向
小
康
を
保
ち
、
そ
の
諾
去
は
十
九
年

能
資
口
榔
の
・
内
ハ
ロ
郡
に
は
外
に
長
越
龍
の
領
鹿
島
一
五
周
二
十
日
に
在
っ
た
。
享
年
五
十
三
。
法
観
瑞
.
龍

宇
都
が
あ
っ
た
ov
を
利
長
に
奥
へ
、
そ
の
有
す
る
腕
一
院
翠

W
英
賢
大
居
士
。
高
閲
の
郊
外
に
葬
り
、
後
に

加
賀
叫
ん
馴
刊
・
能
鷲
・
越
中
百
二
十
僚
高
石
と
な
っ
た
。
一
瑞
穏
寺
を
建
て
与
一
牌
腕
に
話
て
た
。

六
年
九
且
秀
忠
の
女
珠
嫡
が
利
光
に
来
援
し
た
の
一
マ
へ
ダ
ト
シ
ナ
ホ
前
田
利
直
大
型
寺
務
主
第

で
、
利
長
は
之
を
謝
せ
ん
が
鑓
七
年
正
周
入
日
書
行
二
=
代
。
利
明
の
三
男
、
母
は
慈
眼
院
。
寛
文
十
ご
年

し
、
サ
六
日
江
戸
に
入
。
、
次
い
で
大
坂
に
往
き
秀
一
六
周
サ
五
日
江
戸
に
生
ま
る
。
幼
名
大
壊
、
天
和
四

頼
に
詞
し
て
鴎
城
し
た
。
入
年
幕
附
江
戸
の
市
坊
を
一
年
正
用
内
記
と
改
め
、
貞
享
三
年
十
二
用
廿
六
日
従

鰹
倍
し
、
諸
侯
を
し
て
役
を
助
け
し
め
た
時
、
利
長
一
五
位
下
大
内
担
に
叙
任
、
元
勝
四
年
八
刃
十
九
日
特

も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
十
年
三
周
家
康
・
秀
忠
の
一
に
命
ぜ
ら
れ
て
締
軍
徳
川
綱
吉
の
奥
詰
と
な
り
、

E.

西
上
す
る
や
、
利
良
ま
た
利
光
を
伴
う
て
宝
り
、
四
一
年
七
用
九
日
封
を
襲
ぎ
、
そ
の
内
新
国
一
高
石
を
揚

用
之
に
詞
し
た
。
是
よ
り
先
利
長
は
遜
老
の
志
あ
つ
一
利
昌
に
分
か
ち
、
十
一
日
飛
騨
守
は
改
め
た
。
質
永

た
が
、
六
局
十
六
日
重
臣
を
し
て
容
替
を
上
ら
し
め
二
元
年
六
用
サ
三
日
初
め
て
大
型
寺
に
入
郎
、
三
年
十

サ
入
日
封
を
利
光
に
譲
り
、
越
中
新
川
郡
サ
ご
高
石
一
二
用
十
九
日
従
四
位
下
に
陸
。
、
六
年
正
用
網
育
施

を
隠
居
領
と
し
て
富
山
城
に
移
り
住
み
、
十
一
一
年
五
一
じ
た
の
で
サ
一
日
奥
績
を
兎
ぜ
ら
れ
、
二
局
十
人
日

用
幕
府
の
命
を
奉
じ
て
駿
府
域
経
営
の
役
に
従
う
一
弟
利
昌
に
死
を
賜
う
て
、
四
局
十
ご
日
そ
の
領
を
返

た
。
十
四
年
三
局
十
八
日
笛
山
城
災
に
躍
り
、
利
長
一
還
せ
ら
れ
た
。
七
年
十
ご
用
十
三
日
江
戸
に
卒
。
時

は
魚
棒
城
に
移
り
、
次
い
で
射
水
郡
関
野
に
築
き
、
一
に
年
三
十
九
。
法
続
四
遁
院
悟
性
議
岡
大
居
士
。
貧

九
月
之
に
入
っ
て
高
閲
と
改
め
た
。
十
五
年
利
長
病
一
性
院
に
葬
っ
た
。
世
本
利
直
を
利
異
に
作
る
も
の
あ

を
護
し
、
終
軍
秀
忠
・
一
及
び
家
康
は
屡
替
を
致
し
て
放
一
る
は
誤
で
あ
る
。
叉
加
賀
務
の
記
録
に
は
、
利
置
に

を
問
う
た
が
、
秀
忠
の
賜
醤
の
初
め
て
三
用
サ
七
日
一
作
っ
た
も
の
が
多
い
。
大
型
寺
務
で
は
之
を
見
ぬ
が
、

に
在
る
に
よ
っ
て
、
略
護
蔚
の
時
期
が
察
せ
ら
れ
る
。
一
併
し
徳
川
賞
記
に
も
利
重
と
あ
る
か
ら
、
き
う
し
た

簡
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

マ
へ
ダ
ト
シ
ノ
目
前
田
利
義
大
型
寺
帯
主
第

十
ご
代
。
加
賀
藩
主
前
回
脅
泰
の
三
男
、
母
は
磐
袖

院
。
安
保
四
年
二
局
十
入
日
金
・
揮
に
生
ま
る
。
幼
名

基
五
郎
。
嘉
永
一
一
年
入
用
サ
六
日
先
代
利
平
の
嗣
と

な
り
、
十
周
十
七
日
家
督
を
相
鍛
し
、
十
二
周
十
六

日
従
五
位
下
備
後
守
に
叙
任
し
、
四
年
十
ご
用
十
六

日
従
四
位
下
に
降
る
。
安
政
ご
年
四
周
二
十
日
江
戸

に
卒
し
、

.En廿
コ
一
日
渡
喪
、
事
年
サ
=
一
。
法
鋭
諦

獄
院
賢
道
良
哲
大
居
士
、
貫
性
院
に
葬
る
。

マ
へ
ダ
ト
シ
ハ
ル
前
田
利
審
逝
稽
縫
殿
助
。

寛
永
系
聞
に
は
利
昌
に
作
り
、
叉
別
に
家
則
と
し
、

利
勝
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
尾
張
荒
子
に
於
い
て
二

千
貨
の
地
を
領
し
た
。
永
勝
三
年
七
局
十
三
日
夜
。

法
脱
を
道
機
庖
休
岳
居
士
と
い
ふ
。
子
利
家
天
正
十

四
年
京
都
紫
野
大
徳
寺
の
塔
頭
興
臨
院
の
荒
般
を
興

し
、
そ
の
強
像
を
安
置
し
た
。
興
臨
院
は
能
登
の
守

秘
畠
山
義
総
の
創
建
し
た
所
で
あ
る
。
利
春
の
扱
像

は
、
能
登
路
島
郡
小
島
の
長
齢
寺
に
も
あ
っ
て
、
大

正
二
年
間
用
凶
貨
に
編
入
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
利
春
の

室
は
竹
野
氏
、
天
正
元
年
十
一
周
廿
四
日
夜
し
た
。

法
続
長
齢
院
妙
久
大
妨
。
利
春
の
子
女
に
、
一
利
久
、

一
一
利
玄
、
一
一
一
安
勝
、
四
利
家
、
五
寺
西
九
兵
衛
の
室
、

六
秀
信
、
七
本
願
寺
坊
官
下
問
少
準
法
印
室
、
入
高

畠
石
見
守
定
吉
室
長
久
院
が
あ
っ
た
。

マ
へ
ダ
ト
シ
ハ
ル
前
田
利
玄
前
回
利
春
の
次

子
、
利
家
の
見
。
諮
稽
三
右
衛
門
。
尾
張
に
生
ま
れ

能
澄
に
夜
し
た
が
、
そ
の
停
の
詳
を
得
ぬ
。
嗣
な
く
、

女
子
は
安
見
隠
岐
元
勝
の
室
で
あ
っ
た
。

マ
へ
ダ
ト
シ
ハ
ル
・
前
田
利
治
大
聖
寺
務
組
。

加
賀
務
宇
一
第
三
代
前
回
利
常
の
三
男
。
母
は
天
徳
院
。

元
和
四
年
金
棒
に
生
ま
れ
、
幼
名
宮
松
丸
。
寛
永
十

一
一
年
十
=
且
十
五
日
従
四
位
下
飛
瞬
守
に
叙
任
、
松

八

o=
一
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